
【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

　「さなぶり」は、田植えが無事に終わったことを祝う行事で、水田の水
みなくち

口（取水口）付近に植えた苗を抜いて束ね、水

洗いし、餅やお神酒などとともに、田植えで用いた “馬
ま ん が

鍬”（家畜やトラクターの力を使い、土の破砕、ならしを行う農具）

や神棚などに供え、田の神（“ おかまさま ” ともいう）などに感謝する風習をいいます。家族で行うことを「小さなぶり」、

集落単位での祝いは「大さなぶり」といい、各地区でさまざまな形態や伝承があります。現在でも、一部の農家で行われ、

田植えで使用した農機具などにお供え物をし、餅を食べて、田植えが終わったことを労います。

さなぶり

２
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～今月の表紙～

くにみ幼稚園のプールの
時間。プールを待ちわび
ていた園児たちは、夏空
のもと元気いっぱい水あ
そびを楽しみました。

馬鍬に苗を供えた「さなぶり」
（国見町史より）

『
国
見
の
た
か
ら
も
の
』
No.
63

7
月
27
日
、
ふ
く
し
ま
国

見
D
a
y
が
仙
台
市

内
の
ホ
テ
ル
を
会
場
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
回
の
催
し
は
、
こ

れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
首
都
圏

に
代
わ
り
、
仙
台
圏
で
も
国
見

町
の
魅
力
を
発
信
し
、
町
を
応

援
し
て
も
ら
お
う
と
初
め
て
企

画
し
ま
し
た
。
仙
台
圏
か
ら
の

参
加
者
約
1
0
0
名
を
は
じ

め
、
国
見
町
か
ら
参
加
し
た
生

産
者
な
ど
、
大
勢
の
人
で
会
場

は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
。

会
場
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
談
笑
の

輪
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
太
田
久
雄

町
長
が
国
見
町
の
紹
介
を
し
た

後
、「
今
日
は
、
国
見
町
の
美

味
し
い
も
の
、
素
晴
ら
し
い
も

の
を
た
く
さ
ん
用
意
し
ま
し

た
。
国
見
の
魅
力
を
体
感
し
、

国
見
町
へ
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ

さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

会
場
内
に
は
国
見
町
産
の
食

材
を
使
っ
た
料
理
や
商
店
街
の

名
産
品
が
並
び
、
参
加
者
は
国

見
自
慢
の
味
を
堪
能
。
販
売

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
旬
の
モ
モ
や

加
工
品
な
ど
を
買
い
求
め
る
人

で
賑
わ
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
町
指
定
無
形
民
俗
文
化

財
の
「
内
谷
春
日
神
社
太
々
神

楽
」
が
披
露
さ
れ
、
会
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

国見においでください
　  ～町の魅力発信中～

    

仙
台
圏
の
人
々
と

　  

ふ
く
し
ま
国
見
Dデ
イ
a
y

国
見
町
は
、
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
仙
台
圏
で
国
見
町

の
魅
力
を
発
信
し
、
町
へ
の
交
流
人
口
を
増
や
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

1

会場では国見の農産物や加工品が大人気 参加者は国見の食を堪能
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